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第四話 強靭化地域計画を読む（西日本 17 県）（つづき） 

 徳島県では、土砂災害対策及び森林整備の推進の現状を下記のように示している。 

 
出典：「徳島県国土強靭化地域計画」令和 3年 7 月 

兵庫県では、強靭化推進する主な事業として「山地・土砂災害事業、２４１事業（内 法面工１
３事業）、約１１６０億円」が示されているが、法面工の比率は小さい。香川県でも、総合的な土
砂災害対策の推進(防災・安全)に示されている４２事業中、砂防堰堤事例が多く法面工が含まれ
る事業は９事業で、21％程度である。長崎県では個別事業の一覧に、砂防事業、急傾斜地崩壊対
策事業、地すべり対策事業が現状と完成目標時期とともに複数ページに亘って列記されている。 
一方、多くの県で農業用ため池に係る防災事業に関する記述がみられる。その背景は、令和２

年の制定された「ため池特別措置法」が 10 年間の時限立法（令和 13 年 3 月 31 日失効）である
ことによる。平成 30年 7月豪雨により、西日本を中心に広域的かつ同時多発的に河川の氾濫、が
け崩れ等が発生し、死者 223 名、行方不明者 8 名、家屋の全半壊等 20,663 棟、家屋浸水 29,766
棟の極めて甚大な被害が広範囲で発生した。 
平成３０年７月豪雨災害の概要と被害の特徴 
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai01kai/dai01kai_siryou2-1.pdf 
平成 30 年７月の豪雨では多くの農業用ため池が決壊し人的被害を含む甚大な被害が発生した

ことから「ため池特別措置法」が制定された。 
防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法 
https://laws.e-gov.go.jp/law/502AC1000000056 

No.６ ２０２５年９月１２日 

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai01kai/dai01kai_siryou2-1.pdf
https://laws.e-gov.go.jp/law/502AC1000000056
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ため池特別措置法では、都道府県知事が防災重点農業用ため池を指定でき、知事は、指定した
防災重点農業用ため池に対して防災工事等推進計画を定めることになっている。下表は西日本 17
県の防災重点農業用ため池数を示している。 

  ※令和 7年 3 月末現在 

出典：農林水産省 HP 防災重点農業用ため池の都道府県別指定箇所数より一部改変 
koujitokusohou-35.pdf 
ため池が全国一高密度に分布する香川県は、「ため池密度が 6.5か所/㎢（全国１位）、ため池数

が 12,000 余り（全国３位）である本県では、築造後 200～300 年を経過しているものが多く、築
堤材料や堤防基礎の土質によっては、決壊する場合も想定されることから、香川県老朽ため池整
備促 進計画やため池ハザードマップ普及啓発によるため池の防災・減災対策を進める必要があ
る。」と指摘している。兵庫県では、強靭化を推進する主な事業として「ため池対策 175 ため池 
約 740 億円」を挙げ、岡山県では KPI として「新たに安全対策を講じたため池数」を掲げて、令
和 5 年 2,998 箇所――＞令和 10 年度 3,723 箇所を目標としている。山口県でも同様な KPI を設
定している。 
佐賀県では、農業農村整備事業としてため池整備事業の一覧を表示しており、法面保護工の量

的情報が含まれている。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_tameike/attach/pdf/koujitokusohou-35.pdf
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出典：https://www.pref.saga.lg.jp/bousai/kiji00385300/3_85300_314539_up_psk7v6xt.pdf 
ため池の劣化状況評価に係る情報は、農林水産省ホームページではたどり着かなかった（令和

7 年 5月 19 日アクセス）ため、香川県のため池劣化状況評価の報告によれば、堤体、洪水吐等の
各施設について目視等による調査結果として A,B1,B2,C,D の 5 段階の老朽度に分類している（A
が最も老朽度が高く、D は劣化がなく安全）。1,440 箇所の結果は下記のようであった。 

 
出典：https://www.pref.kagawa.lg.jp/tochikai/project_intro/rekka2.html 
 
ため池における法面工の役割は、主として貯水池内の波浪が発生時の堤体浸食防止としての法

面保護工（護岸）にあると説明＊され、切土のり面に施工される法面工とは役割が異なるようで

https://www.pref.saga.lg.jp/bousai/kiji00385300/3_85300_314539_up_psk7v6xt.pdf
https://www.pref.kagawa.lg.jp/tochikai/project_intro/rekka2.html
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ある。 
＊ため池の基礎知識 
https://mnf21.com/~tameike/tameike-cms/wp-content/uploads/2021/09/01nissetsu.pdf 
このように見てくると、砂防・治山施設、およびため池施設における斜面・法面保護工の役割

は道路のり面と比べ量的には少ないと推測される。 
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